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Springer 
1980年10月米国 Augustaで H.Puchtler女史 (Gorgia医科大学病理学教授)
の退官記念に「動脈・肺疾患の結合織」と題する Symposiumが催された。本書
はこの時発表された 8論文を編集したものである。以下簡単に各論文を紹介する。 
Part 1では「動脈疾患の結合織」に関して， 4論文が発表されている。 
1 :Structure and Function of Aorta Proteoglycan (TR，Ogemar) 
結合織を構成している巨大分子の一つであるプロテオグリカンの構造と生理的
機能について論じ， プロテオグリカンは大動脈の機能に深いかかわりがあること
を示している。 
2 :Quantitation of Cel1s and Fibers in Histologic Section of Arterial 
Walls: Advantages of Contour Tracing on a Digitizing Plate (S. Glagov， 
et al) 
Sy-1'を組合せたProjector-Digitizer-Computoを応用しeology)1'(Ste立体学 
stemによる新しい形態計測法を大動脈で試みている。その結果として， この方
法が将来有望であると論じている。 
3 :Biochemical Changes of the Arterial Wal1in Atherosclerosis with 
Special Reference to Connective Tissue :Promising Experimental Avenues 
for thei 
ヒト動脈のアテローム硬化の線維斑 (FibrousPlaque) におけるコラーゲン，
ヱラスチン，グリコサミノグリカン，糖蛋白の形態学的，生化学的所見についての
べている。また兎で実験的に動脈病変部の石灰化を EHDP(Ethane-1・hydroxyl-
1，1-diphosphonic acid) で抑制出来た事実を示し，動脈硬化症の治療と予防への
明るい見通しをのべている。 
4 :Biochemistry of Col1agen with Special Reference to the Arterial 
Wall. (RK. Rhodes) 
コラーゲンは α鎖の組成より I""'V型に区別されている。アテローム硬化の動脈
では I型 60%，m型 35%に現われ正常では I型 30%，m型 70%の率でコラー
ゲンの型が変化していることを示し，病変部における型の変化が機能を変える可
能性を論じている。 
Part I では「肺疾患の結合織」に関し 4論文が発表されている。 
1 :Connective Tissues ancl the Mechanical Behavior of Lungs (GL. 
Snider) 
肺結合織成分と，量 (V)ー 圧(P)曲線との関連について詳細に検討し，コラー
ゲンは高肺気量の状態における過伸展を制限し， エラスチンはコンプライアンス
(肺のひろがりやすさ)を規定することを示している。 
ism ancl Biochemistry of El1'LathY2 : 
amsh)1'eventi on (DM. K1'P 1'
astin (JA. Foster，et al) 
BAPN(s-aminopropio(スイトピーの一種)より取れるatus1' Lathyrus odo ・ 
nate)を動物に投与するとエラスチン架橋形成に必要な lysyloxidaseを抑制す
で、の水ism1'LathY(イタチササゲ中毒)という。Lathyrismる。この病的状態を 
溶性エラスチンの研究の有用性を論じている。 
3 :Proteolytic Mechanisms ancl Pulmonary Emphysema (GM. Turino， 
et al) 
好中球，肺胞マクロファージ由来のエラスターゼによる肺障害についてのべて
いる。また喫煙者における α1・Antiproteaseの減少と，好中球，マクロファージ
の増加の事実を示し，肺気腫の成因を考える一つの仮説を提示している。 
4: Histochemical Investigations of Elastin，Collastin，and other Colla-
gens (H. Puchtler，et al) 
弾性線維染色に用いられている Resorcin-Fuchsin，Orcein，Aldehyde-Fuch・
sin，Verhoeff's iron Hematinについて，歴史的，組織化学的に詳細な解説を加
えている。またエラスチンとコラスチン (Pseuclo‘elastica) の畿光顕微鏡による
区別の方法，さらにエラスチン， Schwalbe's鞘コラーゲンに対する新しい染色反応
(各種溶媒を用いた)についての研究成果についても論じている。以上各論文は単
なる Dataの羅列のみでなく，総説的にも良くまとめられており，この領域の研
究者にとって，研究の現状，問題点，展望を知る上で大変参考になると思われる。
また文献も多数引用されており， 各論文後の Discussionも載せられ，論文の問
題点を理解する一助となっている。(椙田 隆)
〔千葉医学， 59，337-338，1983J 
